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カリナンダイヤモンド

(複製)
Callinan Diamond 

山下浩之(学芸員)

神奈川県立生命の星 ・地球博物館 Jun.， 2002 

カリナンダイヤモンド(中央)は、南ア

フリカ共和国の首都プレトリア近郊に

あるプレミア鉱山で、1905年に発見さ

れた世界最大のダイヤです。原石の

重量は、3，106カラット(Ct)あります。名

前の由来は、当時の鉱山所有者で

あったカリナン卿の名前にあります。カ

リナンダイヤの原石からは、9個の大型

されたダイヤモンドで、「アフリカの巨

星jと呼ばれています。次に大きいカ

リナンII(中上)は、「アフ リカの小

星」 と呼ばれ317Actあります。いず

れのダイヤも英国王室に収められて

います。

写真はいず、れも複製で、す。ドイツの

職人が厳密な図面から、水晶(石英)

ダイヤと96個の小型ダイヤがカットさ をカットして作ったもので、す。この夏の

れています。その中でも、カリナンI(左 特別展示「人と大地と」で展示します

上)は、530_2ctある世界最大のカット ので、乙の機会にぜひご覧ください。
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ブ、ラックパスによるトンボJ類の被害 古津博之(新潟県柏崎市立松浜中学校)

えっ!パスが空中で餌を捕る?

「ブ、ラックパスが、水面から飛び上がっ

て飛朔中のトンボを食べてしまう。jこれを

聞いても多くの人は、最初そのことを素直

に信じてくれません。「まあ、時にはそんな

こともあるか」とか、「トンボといっても水中

でヤゴを食べるくらいでしょう?J程度の受
け取り方がほとんどです。

私たちは自然の池における5年間の調

査を通して、ブ、ラックパス(オオクチパス)

が空中にジャンプρして多量の餌をとって

いる実態や、それによって池の生態系が

変化する様子を観察してきました。

新潟県の上越地方には高田平野と呼

ばれる沖積平野が広がっており、その周

囲の丘陵地との境界部に、古い時代に自

然に出来た池が点在しています。その中

の一つ「吉田の谷内池Jと呼ばれる自然
豊かな池(図1)が、その舞台です。この池

の水は、周囲の丘陵地から供給されてい

ます。水面の広さはおよそ70-80m四方
で周りは湿地に固まれています。水草やト

ンボが多く、トンボは年間で30種類以上観

察することができます。

図1吉田の谷内池

さて、1997年5月に、乙の池に春のトンボ

(オオトラフトンボ、トラフトンボ、カラカネトン

ボなど)の調査と写真描影に行ったとき、

頻繁にパシャツ、パシャツと何かがジャン

プして水面に落ちる音が聞こえてきまし

lO。

図2おとりのトンボめがけてジャンプ。

するフcラックJ¥ス

た。最初はあまり気にもせず、ウシガエル

かな?と思っていたのですが、池の中央

部で、も飛び、上がっており、よくみると20-

30cmくらいの魚体が見えるのです。これ

はブFラックパスだ。この池にも放流されて

いたのかと驚きました。

その当時、生態系を撹乱すると指摘さ

れている外来魚をリリースすることに抵抗

感があり、なんとなくパスフィッシンク冷避

けていました。しかし、その日見たパスは

頻繁に飛朔中のトンボをめがけてジャン

プしているのです。

渓流では、イワナなどがカゲロウを捕食

対象としてライスやするからな、などと納得

しながらトンボの観察を続けました。すると

今度は撮影しようとピントを合わせていた

トラフトンボが、シャッターをきる直前に捕

食されてしまいました。同様のごとは、岸

近くをノTトロール中のカラカネトンボでもお

きました。ここまで、パスが貧欲で、あるとは

と驚き、それから観察が始まりました。

そして、1999年からは私の勤務する中

学校の生徒にも協力してもらい、共同で

実態解明に取り組んできました。

パスのシャンフ数とトンボの数

この?也でソTスがトンボを狙ーってジャンプ。

しているとすれば、そのジャンプ。数は、トン

ボの水面上を通過する数に関係して増
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滅するはずです。それを確かめるため、午

前と午後にそれそ守れパスのジャンプ。数とト

ンボの飛朔数を数え、両者の関係をグラ

フ化してみました(図3)。
解剖による餌の特定

パスのジャンプが、飛期中のトンボを

狙Jっているらしいことはわかりました。そこ

で次に実際にトンボを捕食しているのか

どうか、パスを解剖し、胃や腸の内容物を

調べてみるごとにしました。調査池は水草

が豊かなため、釣り禁止(水草をルアーで

引っJ卦けてあげてしまうため)になってp
るのですが、パスの退治をかねて許可を

いただいて調査を行いました。この調査

からわかったことは、この池のパスの主食

がトンボを中心とした昆虫である乙とで

す。季節による違いはありますが、トンボが

水面上を飛朔している時期では、ほとん

ど、のパスの胃腸から、トンボの成虫の痕跡

がみつかります。そして、晴れた日の午後

に釣り上げた場合には、トンボの種類がわ

かるほど、胸や腹部の色が鮮明な個体が

大量に出てきます。逆に、雨天の日に釣り

上げた個体は、捕食してからの時聞が経

過し消化が進行しているため、種類を特

定しづらくなります。ただし、トンボの羽は

あまり消化されず、小型のイトトンボでも羽

だけみつかる場合が多くあります。

最近の2年分の解剖結果を簡単にま

とめると以下のとおりです。2000年では、
解剖個体数42のうちトンボのヤゴまたは

成虫が捕食されていたものは39個体(93

%)、トンボの成虫に限ると32個体(76%)

でした。2001年では解剖個体48のうち、ト
ンボが捕食されていたのは44個体(92

%)、成虫に限ると34個体(71%)でした。

トンボの成虫の中でパスに捕食されると

とが多いのは、開放水面上を飛翻したり、

ホパリンク守して静止したりするタイプのも
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図3トンボの数とパスのジャンフ。数(左:5月27日、右:6月24日)
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ので、オオトラフトンボ、トラフトンボ、ヨツボ

シトンボ(図4)、カラカネトンボ、チョウトン

ボ、クロイトトンボが多いようです。最も多

pものでは、1尾のパスの腹中より21個体

ものトンボが出てきました。イトトンボ類は

個体当たりの体重が少ないためか、かな

り多数捕食されています。

トンボの成虫以外に多くみられるのは、

図4春多く捕食されるヨツボシトンボ

ヤゴ(トンボ幼虫)、ミズスマシや小型のゲ

ンゴロウなどの甲虫類(鞘麹が残りやす

p)、コオイムシやアメンボの仲間、アメリ

カザリガニなどです。

ここで興味深いのは、この池が浮葉性

の植物の繁茂によって開放水面がなくな

る8月一9月には、トンボの成虫が食べられ

なくなるということです。この時期、パスの

胃腸からトンボの成虫はほとんど/1'1てきま

せん。では、何がこの時期に狙われてい

るかというと、多くはヤゴや他の水生毘虫

です。これは予想通りだったので、すが、驚

くべきことに、同じ種であるパスの幼魚も

胃の中から多く見つかります。つまり、パス

は餌が少ない時期には共食いをしてで

も、生き残って行くということになります。

パスの肥満度の計測

2000年まで、の調査によって、この池で

パスがトンボをほぼ主食のようにしている

実態が分かつてきました。しかし、パスが

結局どの程度の餌を必要とし、池全体で

どの程度のトンボや生物が被害にあって
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pるのか。また、この池が将来どうなって

pくのか、データを元にした予想ができま

せんでした。

また、はたしてトンボなどの昆虫を食べ

ているだけで、パスは生きていけるのか疑

問に思い、さらに多面的に調査を続けまし

た。そのーっとして、この池のパスの肥満

度を測定し、さらにその値をザリガニや小

魚、などの餌が豊富な池に生息しているパ

スと比較することを試みました。肥満度の

算出方法は、肥満度=体重÷標準体長3

X1000 です。一般に体長が大きくなる

につれ、肥満度が上がることが知られて

pます。

図5は調査した2つの池におけるパス

の体長と肥満度の関係を表したもので

す。図からわかるように、餌が豊富な養鯉

池(蓮池)では、通常どおり体長とともに

肥満度が上昇する傾向です。しかし、「吉

田の谷内池」で、は体長とともに肥満度が

低下します。これは普通の状態とはいえ

ません。

理由として①餌資源が乏しく大型のパ

スほど体重を維持することが難しい、②池

の水深が浅いため、大型のパスはジャン

プしづらく、餌を十分に確保できない、な

どが考えられます。実際両方の池の解剖

結果を比較すると、吉田の谷内池では昆

虫食であるのに対し、対照池ではザリガ

ニや小魚(ニシキゴイ、フナ)が多く、餌資

源の違いが明白でした。また、このことか

ら「吉田の谷内池」では、パスが餌不足に

陥っていると考えられました。

ただ、この餌不足の状態は当初からの

ものではなく、パスが移入されてからしば

らくは餌の豊富な時代があったものと思

われます。それがパスの数が増えすぎた

ため、過剰な捕食圧が餌となる水生生物

を激減させてしまい、現在のような食性に

• 
なっていると考えられるの

です。

パスの飼育実験による餌量

の測定

12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 33 34 36 36 

全長(cm)

パスの肥満度の測定か

ら、どうも昆虫食だけでは大

型のパスは体重を維持でき

そうにないと考え、実際にパ

スがどの程度の餌を必要と

しているか飼育実験をして

みました。実験の方法は、

パスに与える1日の餌量を

体重の1%、3%、5%という

図5パスの体長と肥満度の関係
ように制限して飼育し、毎

11 

日体重測定を行い、体重を維持していく

ための必要餌量を求めました。

実験の量、水槽の大きさとパスの運動

量、ストレス、水の温度、時期など、まだ改

善の余地は残りますが、上の実験から、パ

スの体重の約l.5%が必要餌量であると

推定することが出来ました。その数値を元

に今度は餌対象となる生物を1日にどのく

らLミ捕食すれば体重が維持できるか試

算してみました。

その結果、例えば体重400gのパス(体

長約30cm)では、l日あたりヨツボシトンボ

程度のトンボで約15-20頭、イトトンボで

は約120頭食べる必要があると試算でき

ました。(アメリカザリガ、ニなら体長7cmの

もの1尾程度です)これはジャンプ。して狩

りをすることの成功率の低さを考えれば

至難の技といえる量です。「吉田の谷内

池Jにおいて大型のパスの肥満度が低下
する理由がここにあると思われます。

おわりに

調査池へ通い始めて今年で6年目に

なりますが、最近ではオオトラフトンボが

めっきり減りましたし、たくさんいたヨツボ

シトンボ、やチョウトンボも減少傾向で、す。パ

スの胃の内容物を見ても、最初は見つか

らなかった栄養になりそうにもないアメン

ボ類などが増えています。また、この池で

は植物相が豊かな割にゲンゴロウやミズ

カマキリなどの水生昆虫が貧弱です。私

たちが着目する以前から生態系の破壊

は確実に進んできていたと思われます。

近年、フゃラックパスによる湖沼や河川の

生態系の破壊に関する指摘が他地域で

も相次いで、います。それも、一時のように

感情論や思い込みだけでなく科学的な

データに基づいた指摘も多くなっている

ようです。ただ、それぞれの地域で、生物

相に違いがありますので、一般化できな

p部分も多くあるようです。また、釣りブー

ムの中でデータ収集もままならない部分

も多くあります。

しかし、手をこまねいているうちに、日

本に古くから存在した豊かな生物相が失

われつつあるのが現状です。トキのように

一度絶滅しかかった生物を復活させるに

は大変な労力と予算が必要です。そし

て、小さな池単位では、すでにある種の絶

滅は確実に起きていると考えられるので

す。取り返しのつかない状態になる前に、

私たちはどうすべきか、データを集めなが

ら議論していく必要があると思います。
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j度り，鳥はどこからどこへ? 鳥類の標識調査 加藤ゆき(学芸員)

春になると、にぎやかな野鳥のさえ

ずりが聞こえます。身近な林ではシ

ジュウカラやヤマガラが、少し山の方

へ行くとホトトギスやイカルなどが

その美しい声を響かせています。これ

らの鳥は、 一年中、同じ場所にいるの

でしょうか?それとも他の地域から

移動してくるのでしょうか? この素

朴な質問に答えるのは実はとても難

しいことなのです。春になると、たい

ていの鳥はさえずるので、居場所の確

認は簡単です。しかし、秋や冬になる

とほとんどl鳴かなくなり、 li在5忍が困重住
になるからです。

この質問に答える調査方法のーっ

として、楳識調査があります。この調

査は、いろいろな動物で行われていま

すが、ここでは、鳥類について紹介し

ましょう。

標識調査とは?

標識調査とは文字通り、金属やプラ

スチックでできた「標識」を鳥につけ

て放し、その移動や生態を調べる 「調

査」のことです。調査は環境省が行い

ますが、実|療は財団法人山階鳥類研究

所に事業を委託しています。調査の対

象となるのは、日本全国に生息してい

る鳥類です。研究所の職員だけで広い

日本を調査するのは不可能なので、各

地には研究所から委託を受けた調査

員(以下パンダー)が約400人おり、そ

れぞれの地域で調査を行い、結果を研

究所に報告します。ちなみにパンダー

は全員ボランティアで、平日は会社勤

め、休日になるとパンダーへ変身、と

いう人が多いようです。

調査は誰でもできる、というわけで、

図l 寒さに耐えながら、鳥がかか

るのをじっと待つ。テントを立て，

「基地」にすることもある。

はありません。野生の鳥を捕獲するわ

けですから、「鳥獣保護及狩猟ニ関ス

ル法律(通称.鳥獣保護法)Jに基づき、
環境省から鳥獣捕獲許可を受ける必

要があります。また、鳥を安全に取り

扱うには経験と技術が必要なので、パ

ンダーになりたい人は事前に経験者

の下で「修行」を積み、研究所が行う

講習を受け、最終日に行われる 「試験j

に合格して、ライセンスを取得しなけ

ればなりません。

なお、調査をしているのは日本だけ

ではありません。制度は若干違います

が、中国やアメリカなど世界各国で行

われており、お互いに連絡をとりなが

ら、データや資料を交換しています。

調査は地道な作業

標識(以下リング)を鳥につけるには、

まず捕獲しなければなりません。そのた

め、あらかじめ、捕獲の対象とする種が

L 、そうな場所を下見して選んでおきま

す。場所が決まったら、次にカスミ網を設

置します。この網は、法律により販売する

ことも所持することも禁止されています

が、パンダーは調査のため、環境省から

特別に許可を受けています。設置した

ら、調査中であることを示す赤い旗を網

1~1 2 オオジュリンを取り外し、 1羽

ずつ布袋に入れ基地へ運ぶ。

匡13 金属製のリングをアリスイに
つけたところ。鳥のサイズによって

つけるリングの大きさは異なる。

12 

図4 ツグミにリングをつけた後、

性別や年齢を調べているところ。

の近くに立て、じっと待ちます(図1)0網

は1時間にl回程度見回り、鳥が網にか

かっていたら取り外し(図2)、足に金属

製のリングをつけ(図3)、捕獲日と種名、

性別、年齢を調べ、記録用紙に記入し、

場合によっては体重や体の部位を測定

したあと放します(図4、5)。ちなみに、使

われるリングには、表面に記号や番号が

刻まれており、 1~~1羽の鳥を区別できる

ようになっています。

こう書くと簡単な調査だと思うかもしれ

ませんが、自然相手の調査なので、大変

な思いをすることが多々あります。田ん

ぼで作業するとき、泥に足を取られて思

うように動けないこともあります。ヨシ原で

調査しようと思ったら、ョ、ンを刈り取って

網を張る場所を作る必要があります。こ

れは思った以上に重労働です。また、冬

の寒い中、じっと待つのはつらいことで

すし、つらい思いをしてもl羽も網にかか

らないこともあります。

カスミ網を使わずに、タモ網や手で直

接捕獲するものもあります。オオミズナギ

ドリやアホウドリ、鳥のヒナなどが主です

が、作業には細心の注意が必要です。捕

まえようとすると、日を5目ってくちばしで
つついたり、羽を思いっきりふくらませて

威嚇したりと必死の抵抗を試みるからで

す。ヒナの場合、驚いて巣から落ちてし

まうかもしれません。人聞がケガをする

のはかまいません(! ?)が、必要以上に

力を入れて鳥にケガをさせてしまっては

元も子もありません。そのため、アホウドリ

のように袋を頭からかぶぜて暴れるのを

防いだり、ツルのように捕獲したら胴体

をすっぽりと布で、くるみ(図的、翼をばた

つかせて体力が消耗したり、ケガをした

りしないように注意します。このように、標

識調査は忍耐と体力の勝負であり、同時
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図5 対象種によっては夜間も調査

を行う。傍から見ると、 「怪しい夜の

集会j。

に鳥への気遣いも必要なのです。

捕獲した鳥、 l羽I羽にリングをつけて

pくとpう地道な作業ですが、1961年に

この標識調査が始まってから1997年ま

でに、延べ436種、約274万羽が放鳥され

ました。1年間で平均7万4千羽もの鳥に

リングをつけた計算になります。

再捕獲から分かること

リングをつけられた個体が、再び捕

獲されることがあります。同じ場所で

何度も捕まる個体もいれば、放鳥地点

からかなり離れたところで、他のパン

ダーに捕まるものもいます。なんてド

ジな鳥だろう、と思われるかも しれま

せん。しかし、この再捕獲こそ、調査

の一番の目的といってもいいでし よ

う。再捕獲によって、その個体に関す

るデータが蓄積されるからです。つま

り、放鳥時のデータがリングごとに記

録されているため、再捕獲したとき、

その個体の年齢や移動した距離がわ

かるという仕組みです。あるパンダー

によると、ヤマガラというスズメ{立の

大きさの鳥では、 10年以上生きている

個体もいるということです。これを聞

いた時、意外と長生きをするものだと

感心しました。

再捕獲するのが難しいツル類やア

ホウドリ、シギ・チドリ類については、

リングとともに野外で簡単に識別で

きる 「カラーリング」や「タグ」をつ

けることがあります。例えば、鹿児島

県出水地方へ冬鳥として渡来するマ

ナヅルとナベヅルには、数十個体にカ

ラーリングをつけており、毎年、観察

を続けることによって、野生状態での

寿命や家族構成の変遷など、重要なd情

報を子に入れることができます。

なぜ調査をするの?

ここまで読んで、、標識調査はまるで鳥

図6 ナベヅ)L--の測定をしていると

ころ。暴れて怪我をしないように、

数人がかりで保定をする。

をいじめているみたい、と思う人も少なく

ないでしょう。li在かl二、鳥の{本をいじりま

わしたり、リングを足につけたりと、ストレ

スを与えている可能性は十分考えられま

す。しかし、鳥の生態を知るために、重要

な調査であることは間違いないと考えて

Lぜす。

数年前、 「冬鳥が全国的に少ないJと
言われた年がありましたo新聞等では「地

球温暖化の影響」だとか「繁殖地の環境

悪化のため」だとか報じられました。しか

し、本当に渡来数が少なかったのか、ま

た繁殖の状況はどうであったのか、ある

いは中継地の環境が変わってしまった

のか、そオ1以前のデータがないとはっきり

したことはわかりません。そこで登場する

のが楳識調査です。毎年定期的に調査

を行っている場所のデータを経年比較

すれば、渡来数の増減の指標になりま

す。渡りのルートが判明していれば、中継

地や繁殖地へ問い合わせて、状況を聞く

ことができます。

pくら!野鳥を保護しようとしても、その

鳥の生態がわからなければ有効な保護

策を講じられません。繁殖地や越冬地、

生息環境、渡りの経路や中継I也、野生状

態での寿命など、細かいデータを集める

ことができる標識調査は、野鳥保護や環

境保全に役に立つ基礎資料を作るうえ

で、有効な手段ではないで、しようか。

また、調査中に、観察だけではわから

ないようなことを発見することもあり

ます。年齢や性別と羽の色の関係、性別

による体の大きさの違い、体の構造、地

域による羽の色の差など、 実際に鳥を

手にと って調べるからこそわかる乙と

です。

国際的な協力

標識調査によって、日本で見られる

渡り鳥の国外での繁殖地、越冬地が少

しずつわかってきました。日本生まれ
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図7 ロシア共和国でリングをつけ

られたマナヅル IA 95Jo 2002年1
月に鹿児島県出水市で観深された。

のツノfメはフィ リピンやマレーシアで

冬を越すとか、ロシアのアムール川中

流の湿原で生まれたマナヅルが鹿児

島県出水地方で越冬する(図7)とか、

干重によっては詳しいデータも得られま

した。鳥は翼があるため、日甫乳類などに

比べて長い距離を移動し、それは囲内

にとどまりません。そのため、これから

標識調査を行うには、国際的な協力が

必要不可欠になってくるでしょう。

現在、環境省や山階鳥類研究所で

は、アジア地域での標識調査充実のた

めに研修会を聞いたり、ロシアと共同

調査を行ったり、種によってはネット

ワーク作りをすすめ、情報の共有化を

図っています。

最後に

このように、 li固のリングによって
もたらされるデータは、とても重要で

有効に役立てられています。もし、リ

ングのついた鳥を見かけたり、死体を

拾ったりしたら、ぜ、ひ博物館までご一

報ください。鳥の渡りを解明するうえ

で、 貴重な手がかりとなるはずです。

参考文献

財団法人山階鳥類研究所， 1991.鳥類

標識マニュアル(第10版)1990年度

版 135pp.我孫子

財団法人山階鳥類研究所， 1998.環境

庁委託調査平成 9年度鳥類標識調

査報告書 221pp.我孫子.
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特別展 「人と大地と-Wonderful Earth -J開催にあたって 平田大二(学芸員)

j 山 ßJ~ は、 4必6佑

し、叶日立月をカか、けて、大地をつくりあげて

きました。大j地血をつくる岩石は、この

長い時間とさまざまな大地の営みを

経て、今見られる景観や形態となりま

した。

人は、 地味上にその姿をJ見して以

来、大地の景観に感動や畏怖、長?威を

党え、またその形態に神秘さ、不思議

さ、奇異さを感じてきました。

今回の特別展では、人が大地をどの

ように見て、どのよう に感じ、どのよ

うに表現してきたかを、さまざまな視

点、切り口でみていきます。

地球と生命がっくりあげた大地を

みる

広大な宇宙のなかの片すみの銀河の

さらに片すみで、太陽系が誕生しまし

た。地球はいん石、微惑星が集積、衝

突合体を繰り返すことで誕生しまし

た。地球は、 |宣1~ ミ岩石の音11分だけでな

く、海や大気もっくりあげてきまし

た。やがて、生命が誕生し、そして生

命自身が地球の環境を変えてきたの

です。

大地をつくる岩石や地層の中には、

46億年にわたる地球の歴史が記録され

ています。この大地の生い立ちとっく

りについて、大地をつくる機々な年代

と種類の岩石から考えてみましょう。

図1 太If[の記録が刻まれたクリーン

ランドのJ血!日

大地を観る方法を考える

地球科学とよばれる研究分野では、

大地の成り立ちと歴史を、46億年前か

ら現在、未来まで考える時間ililliと、極

微小の!原子から無限大の宇宙までと

いう空間中11/にもとづいて観ています。

「観るJためには、道具が必要です。

野外や室内でみるための様々な道具

があります。道具は科学技術の進歩に

ともなって進化します。これまで見え

なかったものが見えてくる、というこ

ともでてきました。一方、人が本来

もっている五!惑も、大切な道具です。

視点を変えれば、見えるものも、見え

方も変わってきます。新しい観点は、

新しい 世界を開く可能性をもってい

ます。これまで、の観点とは違う、新し

L 、 W~点も考えてみま し ょう 。

自然の中に芸術をみる

大地はときおり、すばらしい景観や

形を作り出します。鉱物や生物の色や

)1ヲ、模様も大変而白いものがあり、 不

思議なものがいっぱいです。直線、 曲

線、らせん形、そして一見奇妙な形に

思えますが、じつはある規則に従って

いることもあります。自然の中で、あ

る物理化学的な条件のもとに偶然に

できたものです。人は、それらを自然

の中の芸術としてとらえるととがあ

ります。幾何学模械や、奇妙な形に、心

が躍らされた経験のある方もいるこ

とでしょう。自然の中の芸術を楽しん

でみてください。

図2水品・ハーキマー ・ダイヤモンド

人と大地の関わりをみる

人は昔から大地の恵みをうけてき

ました。大地は、生活に必要な資源を

もたらしてきました。金-銀 -銅等の

金属資源や、石炭 ・石油など燃料資源

もあれば、ダイヤモンドやエメラルド

のような宝石類もあります。(表紙写

真をみてください)

人は、大地が作り ，~f'， した も のを活用

して、様々な道具やものを作り 出し、

人の歴史を変えてきました。その人と

大地の関わりをみてみましょう。
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芸術になった大地をみる

自然の大地のなかから素材を選び

出し、芸術作品をつくる人もいます。

太古の昔から土器や彫刻、絵画などの

作品がつくられてきました。自然と芸

術は、人の脳を介してつながっていま

す。大地の素材を使った芸術を鑑賞し

てみてください。

図3いん石のお}をまぜたガラス工芸作品

地球の寺子屋

今回の特別展は、当博物館の総合研

究 「樽物館における新しい地学教育」

の成果を公開するものです。この総合

研究は、大地の素晴らしさを、より多

くの人に、よりわかりやすく伝えるた

めの方法を模索し よう とするもので

す。この総合研究は ipつでも、どこ
でも、だれで、も、いくらでもjをキャッ

チフレーズにして、これまでにない新

しい視点をもつこと 、新しい方法論を

みつけること、新しい道具を使うこ

と、 新しい体系をつくることを目標と

して取り組んで、きました。

地球の寺子屋では、総合研究の歩み

や研究成果の紹介、コンピュータを活

用したCD-ROM、ホームページなども

紹介する予定です。試験的連続講座と

して開催した 「地球を調べる大実験」

シリーズの内容も紹介します。さら

に、関連行事として、ワークショップ

「ワンダフル・ アース 地球を楽しむ

大実験 」や、シンポジウム「博物館に

おける新しい地学教育を考える」を開

催します。

どうぞ、この一風変わった、 これ

までにな い特別展示をのぞき にき

てみてください。きっと、大地への

好奇心がかきたてら れるに遣い な

いでしょう 。
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Eω2・ 7 月~~日(土)活相tD:1i日 11
平成 14年度夏の特別展

「人と大地と-Wonderful Earth -J 

大地をつくる岩石や地層は、長い時間と さまざまな大地の営みを経て、今日見られ

る景観や形態となりました。時に、その景観は人に感動や畏怖、脅威をあたえ、その

形態は人に神秘さ、不思議さ、奇異さ を感じさせます。特別展では、人が大地を、ど

う見て、どう感じて、どう表現してきたかを、さまざまな視点、切り口で見ていきま

す。特別展示室で開催されます。

-主な展示/月いん石をはじめ各種いん石、世界各地の変わった宕石(最古の岩石、

縞状鉄鉱層、ス トロマトライト 、最台の生命化石、最古の海洋地殻、最古のマントル

など)、美しい結品(天然水晶各種、多彩な電気石)、ダイヤモンドの原石およびカッ

ト石各種、いん石を使った芸術品、岩石を使った芸術 ・民芸品、人工水晶各種、衛星

画像、データベースなど 0

・特別展観覧料 20歳以上(学生を除く) 2 0 0円 20歳未満・学生 100円

高校生以下 .65歳以上無料

ライブラリー通信 「月刊むしJが揃いました

ライブラリーには様々な仕事がありますが、みなさまから寄贈していただいた

図書や雑誌の整理も日々の重要な仕事の一つです。この中には新しく受け入れる

雑誌の整理もありますが、収蔵されている雑誌の欠号を埋めていくという作業も

しています。そのような作業のなかで、このたび「月刊むし」という雑誌を創刊号

から現在まで欠号な しで完全に揃えることができました。この「月刊むし」は昭和

46 (1971)年創刊で、当時の編集者には当博物館の高桑学芸部長の名前も見ること

ができます。

各館の所蔵状況をNACSIS(総合目録デ タベース)などで調べてみますと、「月

刊むし」を所蔵している大学、博物館は27館ありますが、創刊号から欠号なしで

揃っていて、しかも現在も受け入れているところは1館もありません。ある大学の

図書館が創刊号から揃って保管していますが、残念ながら平成 11(1999)年で受

け入れをストップしています。

雑誌は一度なくなってしまうと、パックナンパ はなかなか手にはいりません。

特に古いものは今回のように寄贈されてはじめて埋める乙とができるというのが

現状です。このように雑誌は貴重なため、予算のあるところではその散逸を防ぐた

めにl年ごとに製本して保存しているようです。当ライブラリーではファイルボッ

クスに入れて書庫に保存しています。閲覧したいという方にはいつでもお出しし

ますが、扱いはくれぐれも慎重にお願いします。

今後もライブラリーに珍しいものや貴重な資料が入りましたら、お知らせして

いきたいと思います。図書や雑誌の寄贈も受け付けていますのでよろしくお願い

します。

(司書 篠11崎淑子)

• From Editor 
はじめまして。今号から編集を担当します苅部といいます。早いもので7年前

の6月に創刊された「自然科学のとびら」も、まもなく 30号を迎えます。今回

編集者になって、あらためて l号から読み返しますと、様々な分野の解説あり、最

新のニュースありと、なかなか勉強になる内容が多いなーと、思いました(自画

自賛ですが)。

今号は、夏の特別展示の紹介をかねまして地学分野の比率を高くしましたが、

今後も様々な分野の記事を取り上げていごうと思っております。読者の皆様の御

感想、御要望などお寄せください。
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催し物のご案内

-野外観察

「身近な自然発見講座」

[博物館周辺l
日時/6月19日(水)10目00-15:00 

対象/一般(人数制限無し)雨天中止

申込不要/当日博物館集合

・野外観察と室内実習

「先生のための地層と化石入門j

[場所未定]

日時/7月20日(土)・2l(日)・23(火)

連続講座全日 10:00-16:00 

対象/教員-一般 12名

申込締切/7月9日(火)消印有効
・室内実習
「化石発掘体験講座j

[博物館]

日時/7月27日 (土) 10:00 -15:00 

対象/小・中学生とその保護者 20名

申込締切/7月16日(火)消印有効
・室内実習

「サルを知ろう」

[博物館]
日時/8月3日 (土)• 4日 (日)
同内容で開催 10:00 -15:00 
対象/小・中学生 20名

申込締切/7月23B (火)消印有効
・特別展関連シンポジウム

「博物館における新しい地学教育を考

える」

[博物館]
日時/9月14日(土)13・00-16目。。
対象/一般 80名

申込締切/9月3日(火)消印有効
・野外観察

「きのこウオッチング」

[場所未定]

日時/9月23日(月・祝)10・00-

16:00 

対象/小・中 ・高校生 25名

申込締切/9月10日(火)消印有効
・野外観察と室内実習

「土壌動物ウオッチンク」

[博物館周辺]

日時/9月28日 (土)29日(日)

連続講座 10:00 -15:00 

対象/小・中学生とその保護者 20名

受講料/500円

申込締切/9月17日(火)消印有効

筆書加について

よ記の催し物について、事前申込が必要な場

合があります。特に記載の無いものは参加無料

です。応募多数の場合はt由選となります。参加
方法や各行事についての言李総をお知りになりた

い場合は、下記の漣絡先までお問い合せ下さ

い。ホームページでも詳細を兇ることができます。

申込・お問い合せ先
ド 干250-0031小田原市入生田499
神奈川県立生命の獲・地球博物慾企爾情報部
電話 0465-21-1515

ホームページ
http://www.city.od制訂a.kanagawa.jp/museuml
g.html 
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地学W杯~ジ、ャンボブ、ツクトピックス展示の紹介~ 山下浩之(学芸員)

フランス共和国

標本 :エク ロジャイト

産地:Lov巴Atlantiqu巴，

France 

玄武岩のような組成を持

つ岩石が、高い温度と圧力

による変成作用によってで

きた岩石です。この標本の

赤色の部分は鉄パンザク ロ

石です。

南アフリカ共和国

標本 :キンパーライト

産地 :Venetia Min巴，

South A仕ica

キンパーライ トは、 二酸

化炭素や水を多く 含む超苦

鉄質の火山岩です。 マント

jレの深部に存在する、ダイ

ヤモンドを地表に もたらす

ことで有名です。

スウ工ーデン王国 中華人民共和国 アメリカ合衆国

標本 :球状花岡岩 石灰岩 カンラン岩ゼノリス

産地 :Sw巴d巴n 産地 :中華人民共和国広西 産地 :San Carlos， 

壮族自治区桂林 Arizona， U.S.A. 

鉱物が同心球状に並んだ 石灰岩は、炭酸カルシウム 玄武岩溶岩 (黒色部)が噴

花筒岩です。球の外側には の殻を持つ生物の遺骸が海 出する際、 まわ りにあったマ

有色鉱物が、内側にはおも 底に堆積してできたもので ントルの一部であるカンラ

に無色鉱物が配列している す。大気中の二酸化炭素を岩 ン岩(緑色部) を取 り込ん

ために球状に見えます。 石に固定する重要な役割を で、地上にもたらしました。

担っています。

2002年はサッカーワールドカップが韓国と日本で開催されます。
この大会にちなんで、、当館に収蔵されている、地学(岩石・鉱物・化

石)標本の中から、ワールドカ ップ参加国で産出した標本をジャンボ

ブックのトピックスコーナーに展示しました。ここで紹介するのは

そのうちの7カ国です。(赤丸はW杯参加国の首都です)

。T則C

メキシコ合衆国 ブラジルi車邦共和国 自然科学のとびら

標本 :スフェルールを含む砂岩 標本 :紫水晶 第8巻第2号(通巻第29号)

産地 :Yucatan， Mexico 産地 :Minas G巴raes， 2002年6月15日発行

Brazil 
発 行神奈川県立生命の星・地球博物館

白亜紀の終わりにユカタ 紫水晶とは、石英
干250-0031神奈川県小田原市入生田499

T巴1:0465-21-1515 Fax: 0465-23-8846 

ン半島に巨大関石が落ちた (Si02)のうち、紫色の http://www.city.odawara.kanagawa.jp/ 

と考えられています。その証 ものをいいます。色 museum/g.h加吐

拠の1つとして、慎石の破片 が着く原因は、鉄イ
巴ーm出1:fukyuu@pat-net.ne.jp 

発行人 青木淳一

(スフェルール)を含んだ地 オンが含まれること 編集苅部治紀

層があります。 と天然、放射能の照射 印刷所 フルサワ印刷株式会社

と考えられています。 自然環境保諮のため再生紙を使用しています
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